
地域再生計画「汚水処理施設整備交付金」　事後評価 

「安心と快適を実感できる吉備町創造計画」 

平成２２年６月 

和歌山県有田川町



評価結果のまとめ 

都道府県名 

交付期間 

公共下水 
道 

浄化槽 

当　初 

変　更 

単位 基準年度 目標年度 

あり ● 

なし 

あり ● 

なし

　　３）今後の対応 

適用された支援措置 

区域 

数　　値 

Ｈ17～Ｈ21 

なし 

平成１７年度～平成２１年度 平成２２年度 事後評価実施時期 

和歌山県 市町村名 有田川町 

△ 

目標1 

目　標 

目標２ 

従前値

　今後も「災害に強い安全な町」、「自然と文化の調和した快適な町」を目指し、合併浄化槽の普及や下水処理区域を拡大し、併せて下水道防災事業も実施する。
　具体的には・・・・合併浄化槽設置補助金の町費での上乗せ（２２年度から実施）
　　　　　　　　　　　下水処理区域の拡大（H３３年までに320ha）
　　　　　　　　　　　下水道防災事業については、浸水被害の早期解消・軽減のために既存施設を最大限有効利用し雨水排水計画を策定する。（一部地域で流出解析を実施済）
　　　　　　　　　　　ソフト面では、地域の代表者６４名で組織した「有田川町公共下水道推進協議会」とともに住民意識向上を目指す取り組みを実施する。 

人口 人 15,083 H16 15,800 H21 

汚水処理人口普及率 ％ 26.4 H16 50.0 

今後の 
達成見込み 

目標 
達成度 

H21 △ 

公共下水道（単独）９９ha管渠整備　　処理水量日最大1900㎥終末処理場建設 

交付期間の変更による事業 
への影響 

当初計画に 
位置づけ、 

実施した事業 

事業名内容 

目標値 

交付期間 
の変更 

個人設置型合併浄化槽の普及促進 １）事業の実施状況 

２）地域再生計画に
　　記載した目標の達 

成状況 

評価値 

43.5 

15,478 

旧吉備町全域（H18.1.1合併） 

総合所見 

公共下水道の供用開始から間もない数値であり、今後接続率の 
向上とともに汚水処理人口普及率が伸びると確信する。 

周辺他市町村が人口減を辿っている近年の状況の中、微増なが 
ら人口が増加していることは、本計画の効果が大と判断できる。 

汚水処理施設整備交付金


